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キャラクタのタイプと役割語に関する意識調査報告
-≪私たち≫タイプに注目して-









































































一一 発話キャラクタと 発話者の本来の属性 �ｩ'b�不一致 �ｩ'b�不一致 �ｩ'b�
発話キャラクタ 偃��"�女 兌ｩ���兵隊 �6ﾈ5"�
役割語 偃��(+�,h,��女ことば 兌ｩ���+�,h,��兵隊 ことば �6ﾈ5(ﾎ｢�
発話者 偃��"�男 兌ｩ���若者 �6ﾈ5"�







































性別 僖驃��身分 偬��y&��在日歴 �?ｩgｸﾎｨｧx����日本語能力試験 
男 �#��2�東北大学 経済学部生 �(hﾙ��2年 妬D緝*佇��旧ュ級 










































キャラクタ 刄Lャラクタ の名称 俾傲ﾈ霙�兌iiiUﾈﾋｲ�
フォーマル �4ｨ5ﾘ4x4�8ｲ�フォーマル �4ｨ5x8X4�8ｲ�
男性 I 陳ﾆﾓ｢ﾂ粐�新卒社員系 �-ｨ*ﾔ"�ぼくB �+h.�*�.��-ﾈ+�/�*尼�じゃない?B 
男性 2 辻�体育会系(男) 俾兒｢�自分 �+h.�,�*"�,X+x*尼�じゃない か? 
男性 3 ��ホスト系 �*�.｢�おれ �+h.�,�*"���,(+x*尼�じゃね? 
男性 4 ��お坊ちゃん系 �-ｨ*ﾔ��ぼくA 辻�- 
男性 5 艇�ｶ��ﾉuﾂﾒ������ﾔ��おかま系 �.ﾘ+ﾘ+R�わたし �+h.�*�.��-ﾈ+�/���じゃない?A 
女性 1 津ｨﾇ篦ﾂﾂﾊBﾂﾂ�キャリア ウーマン系 �.ﾘ+ﾘ+R�わたし �+h.�*�.��-ﾈ+�/�*尼�じゃない?A 
女性 ����体育会系(女) 俾兒｢�自分 �+h.�,�*"�じゃない 
2 ������bﾘ�ぴ��ﾂ�劍,X+x*尼�か? 
女性 3 倅�z2�48蔘ﾘ6ﾒ�元気 ぽっちゃり系 �*�+ﾘ+R�あたし �+h.�*�.��-ﾈ+�/���じゃない?B 
女性 4 ��ﾒ�ぶりつこ系 �-ﾈ.H-ﾒ�まゆみ 辻�- 
























































































































母　　　7 (6.8%)　　　3 (2.9%)　l (1.0%)　　5 (4.9%)　　87 (84.5%)
学　　　39 (38.2%)　　5 (4.9%)　　3(2.9%)　19 (18.6%)　36 (35.3%)
母　　　55 (53.4%)　　0 (0.0%)　　3 (2.9%)　　43 (43.7%)　　0 (0.0%)
こi
学　　　30(29.4%)　　36 (35.3%)  ll (10.8%)　16 (15.7%)　　8 (7.8%)
母　　　37 (35.9%)　　2 (1.9%)　　6 (5.8%)　　49 (47.6%)　　9 (8.7%)
学　　14(13.7%)　19 (18.6%)　10 (9.8%)　　31 (30.4%)　27 (26.5%)
母　　　2(1.9%)　　20 (19.4%)　75 (72.8%)　　2 (1.9%)　　4 (3,9%)
学　　　4(3.9%)　　19 (18.6%)　72 (70.9%)　　3 (2.9%)　　6 (5.9%)
母　　　2 (1.9%)　　78 (75.7%)  18 (17.5%)　　2 (1.9%)　　　3 (2.9%)
*　　14(13.7%)　　25 (24.5%)　5 (4.9%)　'32 (31.4%)　25 (24.5%)
母　　103 (loo‰)　103 (loo‰) loョ (loo‰)　103 (loo‰)　103 (loo‰)





















学　　102(loo.0%)  102(100.0%)　102(100.0%)  102(100.0%)
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